
【 胃内視鏡検査 説明および同意書 】 
 

◎内視鏡検査とは 

電子スコープを鼻（または口）から挿入し、食道・胃・十二指腸を詳しく観察します。 

特に癌（がん）の早期発見に有効です。約 10～20分ほどの検査です。 

 

◎使用する薬剤について 

検査を楽に受けられるようにするため、表面麻酔薬を使用します。 

 

◎生検（組織検査）とは 

病変を少し取って、顕微鏡で組織を詳しく調べる検査です。 

当院では、より確実な診断のために検査担当医が必要と判断した場合は生検を行います。 

その際、通常痛みはありません。 

 

＊注意点＊ 

①抗凝固薬・抗血小板薬（血液をサラサラにする薬）を内服中の方や、血液凝固能の低下する 

病気の方は当院では生検は担当医の判断になります。検査のみの場合もあります。 

②生検した当日は飲酒できません。 

③検査代金（約 4,000円）とは別に、生検は約 3,500円の追加料金がかかります。 

（上記は 3割負担の場合の目安です。生検の個数・場所によって変わります） 

◎偶発症（合併症）について 

抗凝固薬・抗血小板薬は医師の指示により休薬する場合があります。休薬により脳梗塞や心

筋梗塞を発症する危険性があります。また、胃内視鏡検査では、一定の割合で偶発症が起きる

ことがあります。主に①出血、②薬剤の副作用、③消化管穿孔などです。 

偶発症発生率は 0.024％（5000 人に 1 人）と報告されています。（2016 年 日本消化器内視鏡

学会雑誌より） 当院では安全な内視鏡検査を行うよう努め、万が一偶発症が発生した際には近

隣の医療機関と連携して対処します。 

 

説明：20   年   月   日  医療法人社団 光恵会 芝西医院 医師                  

 

 

私は上記の内容を理解し、胃内視鏡検査を受けることに同意します。 

記載日：20     年     月     日  氏名：   


